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は じ め に 

 

 甚大な被害を及ぼした東日本大震災から 12 年が経過しました。私たちは，この震

災を通して，防災教育の重要性と必要性を改めて認識させられました。そこで，本市

の防災教育では，震災以降，児童生徒の自助の力と共助の力の育成に取り組んできま

した。 

平成 24年度には，全校に防災主任を配置するとともに，防災教育モデル校 18校を

中心として，全市的に「新たな防災教育」への取組を開始しました。平成 25 年度に

は，防災教育副読本「3.11から未来へ」を市内小中学校の全児童生徒に配付しました。

また同年，仙台市立七郷小学校が文部科学省から研究開発学校の指定を受け，平成 28

年度までの４年間，新領域「防災安全科」の研究を進めました。平成 26年度には，仙

台市で開催された国連防災世界会議の場において，本市の防災教育の取組を広く内外

へ発信しました。平成 27 年度からは，研究推進取組発表校を指定し，令和３年度ま

でにすべての市立小・中学校が，自校の取組について実践発表を行いました。さらに，

平成 28年度には，それまでの「新たな防災教育」から名称を「仙台版防災教育」と改

め，各校の児童生徒の発達の段階に応じたより系統的な防災教育を推進することがで

きるように「仙台版防災教育実践ガイド」を作成し，学校・地域の実態に応じた防災

教育を実施してまいりました。 

「安心を創る 仙台版防災教育」は，「杜の都の学校教育」における重点取組事項の

一つであり，震災の教訓や記憶の風化の防止を踏まえつつ，児童生徒の育成に目指す

資質・能力を明確にした防災教育年間指導計画を作成し，実践，検証していくことが

重要です。 

このたび，「仙台版防災教育実践ガイド」を新たに改訂いたしました。今回の改訂版

では，年間指導計画モデル及び単元配列表モデル等を更新し，現在使用している教科

書及び仙台版防災教育副読本「3.11 から未来へ」との関連を図るとともに，「学習指

導要領に基づいた各教科等における防災教育の内容と主な留意事項」を新たに追加い

たしました。 

各学校におかれましては，「仙台版防災教育実践ガイド（改訂版）」及び「仙台版防

災教育実践ガイド（授業実践例）」を参考にしながら，本市防災教育の充実に向け，一

層の工夫・改善に努めていただきますようお願いいたします。 

 

令和５年３月                   

仙台市教育委員会 

教育長 福田 洋之 
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 １ 仙台版防災教育の基本的な考え方 

  

(1) 仙台版防災教育は，震災の教訓を生かし，平常時から災害に備え，災害時に自

分の命を守り，安全を確保する自助の力，そして，平常時から他の人や地域の力

となり，災害時の対応や地域の復興に協力し参画する共助の力を児童生徒に育む

ことを目指しています。 

(2) 児童生徒に身に付けさせる防災対応力は，平常時における「防災」と，災害時

における「災害対応」の双方の力を意味するものです。両者は不可分なものであ

り，二つの視点を踏まえて，「自助の力」「共助の力」の育成を図ります。 

  

 

 (3) 防災対応力を育むために，学校，地域の特性及び児童生徒の発達の段階を踏ま 

え，各教科・領域等（以下「各教科等」）の防災に関わる指導内容を「教科等横 

断的な視点」で相互に関連付けた年間指導計画を作成し，教育活動を展開，効果 

を検証します。 

 

(4) 学習指導要領の趣旨を踏まえ，防災教育を通して育成を目指す資質・能力を「知

識及び技能の習得」，「思考力，判断力，表現力等の育成」，「学びに向かう力，人

間性等の涵養」の三つの柱に基づき総合的に整理し，それらがバランスよく実現

できるようにします。 

 

「知識及び技能の習得」 

災害発生のメカニズムや地域に起こりうる災害について理解し，災害時に危 

   険を予測し安全を確保することができるようにするとともに日常的な備えがで 

きるようにすることを目指します。 

 

「思考力・判断力・表現力等の育成」 

災害における危険を認識し，適切な意思決定や行動選択等，的確な思考・判 

断ができるようにすることを目指します。 

 

「学びに向かう力，人間性等の涵養 
平常時から，思いやりや感謝の心を醸成し，進んで他の人や地域と関わり， 

助け合い，支え合うことを通して，災害発生時などに人として取るべき行動の 

根底となる心や態度を育むことを目指します。また，震災の教訓と記憶の風化 

の防止を踏まえた取組に努めます。 

 

(5) 防災対応力の基盤的となる構成要素は「知識」・「技能」・「態度」の三つです。 

 児童生徒が主体性を持って取り組むことができるようにねらいを焦点化して取り 

組むことが大切です。 

  平常時における 

【防 災】 

災害時（災害発生時と災害後）における

【災害対応】 

自助 災害に備える 自分の命を守り，安全を確保する 

共助 他の人や地域の力となる 共に協力し活動に参画する 
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 ２ 仙台版防災教育の全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

【技 能】 

 

 

 

・危険の予測や安全のための判 

断 

・身の守り方や避難の仕方 

・初歩的な応急救護措置や 

AED等の操作 

・生き抜く知恵と技能 

・情報を生かす方法 

・避難所設営補助 

・防災用具の基本的な操作 

・その他 

 

【知 識】 

 

 

 

・災害の種類や特徴，発生メカ

ニズムや被害 

・過去の災害や伝承 

・自然環境や気象 

・災害防止や復旧・復興 

・建物の安全や耐震 

・仙台市や地域の特性と災害の 

発生 

・学校や家庭，地域での備え 

・その他 

【態 度】 

 

 

 

・強い心と冷静な行動 

・感謝や思いやりの心 

・自然愛護と生命尊重 

・他者との関わり 

・被災者の支援 

・教訓の伝承 

・夢や目標をもつ心 

・家庭や地域に役立つこと 

・その他 

防災や災害に関する 

基礎的・周辺的な内容 

 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

 

 

【自助の力】 平常時から災害に備え，災害時に冷静に判断し，自らの命を守り，臨機応変に自ら 

の安全を確保できる力 

【共助の力】 平常時から進んで他の人や地域の力となり，災害時の対応や地域に協力し活動に参 

画できる力 

る力 

各 教 科 

知識及び技能の習得 

 

学びに向かう力・人間性等の涵養 

 

 

思考力・判断力・表現力等の育成 

特別活動 

災害発生メカニズムや地域に

起こりうる災害について理解し，

災害時に危険を予測し安全を確

保することができるようにする

とともに日常的な備えができる

ようにする。 

 

 

 

 

 

災害における危険を認識し， 

適切な意思決定や行動選択等，的 

確な思考・判断ができるようにす 

る。 

 

 

 

 

 

平常時から，思いやりや感謝の

心を醸成し，進んで他の人や地域

と関わり，助け合い，支え合うこ

とを通して，災害発生時などに人

として取るべき行動の根底とな

る心や態度を育む。 

 

 

道 徳 科 

防災対応力の育成 

平常時における「防災」＋災害時における「災害対応」 

総合的な学習の時間 

家庭・地域・関係機関との連携・協力・情報交換 
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 ３ ｢仙台版防災教育実践ガイド｣の内容 

 

 「仙台版防災教育実践ガイド」は，「改訂版」と「授業実践例」の２冊構成となっています。 

「改訂版」には，仙台版防災教育の基本的な考え方や児童生徒の発達の段階に応じて，体系的・

系統的な防災教育を実施するための指導事項や年間指導計画，授業の実施手順などが掲載されて

います。また，参考資料として，仙台市立七郷小学校「防災安全科」や仙台版防災教育研究推進

取組発表校の実践事例や「震災遺構 仙台市立荒浜小学校」の見学等に関する資料も掲載されて

います。 

「授業実践例」には，「仙台版防災教育において年間指導計画に位置付ける事項（P9参照）」を

取り上げた授業実践例が掲載されています。 

「改訂版」「授業実践例」ともに，各学校が防災教育の年間指導計画を作成したり，防災教育に

関する授業を実施したりする際に参考にできる内容となっています。 

 

 

 ４ 仙台版防災教育 全体計画について 

  

仙台版防災教育の全体計画作成に当たっては，次の内容に留意してください。 

 

○ 「杜の都の学校教育」で示している仙台版防災教育の全体像に合致しているか。 

○  児童生徒の実態，地域の特性等に触れられているか。 

○  各教科等との関連について記載しているか。 

○  仙台版防災教育副読本の活用について記載しているか。 

○  防災対応力の構成要素である「知識」「技能」「態度」に関して記載しているか。 
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 ５ 仙台版防災教育における指導事項について 

  

仙台版防災教育における指導事項（Ｐ６・Ｐ７）は，研究開発学校として文部科学省の研究指

定（H25～H28）を受けた仙台市立七郷小学校の「防災安全科」の「内容の構成と項目」を基に整

理しました。 

指導事項は，学習指導要領や学習指導要領解説に記載されている防災に関する内容等を，下記 

のＡ～Ｆの六つに分類しています。 

 

Ａ 災害等の理解に関すること 

Ｂ 危険から命を守る方法に関すること 

Ｃ 日常の備えに関すること 

Ｄ 危険予測・判断に関すること 

Ｅ 支援者の基盤に関すること 

Ｆ 社会貢献に関すること 

 

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは主に自助，Ｅ，Ｆは主に共助に関わります。また，六つの内容を２０項目 

に細分化しています。 

児童生徒の発達の段階等に応じた指導の目標を設定したり，防災に関する指導を行う学年や教 

科等を確認したりする際に活用してください。 
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仙台版防災教育における指導事項 
分類 小学校１～２年 小学校３～４年 

  

Ａ  

災害等の

理解 

 

【知識】 

⑴ 災害の種類や特徴 

地震や津波，大雨や強風，雷などについて知る。 

 

（生活，特活） 

地震や津波，大雨や強風，雷などの特徴を理解する。 

 

                  （理科，総合） 

⑵ 発生メカニズムや被

害 

地震や津波，大雨や強風，雷などによる危険につい

て知る。                       （生活，特活） 

地震や津波，大雨や強風，雷などによる被害を理解

する。                          （理科，総合） 

⑶ 過去の災害・伝承 
地域に起こった災害を知る。 

（生活） 

地域に伝わる災害の伝承，地域で起きた災害の被

害の様子を知る。            （社会，道徳，総合） 

⑷ 災害防止や復旧・復

興（公助） 

地域の人々が協力して防災に取り組んでいること，

地域の災害復旧・復興に関する取組を知る。 

（生活） 

関係機関による災害復旧や復興，防災の取組を理

解する。 

（社会） 
 

  

Ｂ  

命を守る

方法 

 

【知識】 

【技能】 

⑴ 身の守り方や避難の

仕方 

危険から身を守る方法や避難の仕方，助けを呼ぶ方

法を知る。 

 （体育，特活） 

災害等に対応した身の守り方や避難の仕方，１１９

番通報の仕方を理解する。 

（体育，特活） 

⑵ 情報を生かす方法 

家族の連絡先や住所や電話番号などの伝え方を知

る。 

 （国語，特活） 

家族と連絡を取り合う方法を理解する。 

 

（特活） 

⑶ 応急手当の方法 

軽いけがのときは傷口を水洗いすることを知る。 

 

（特活） 

軽いけがのときの止血方法，ＡＥＤの設置場所を

知る。 

（体育） 

⑷ 生き抜く知恵と技能 

水・電気・ガスの大切さを知る。 

（生活） 

ライフラインと自分たちの生活とのつながりを理

解する。 

（社会） 
 

  

Ｃ  

備え 

 

【知識】 

【技能】 

⑴ 家庭での備え 

災害時の家庭内での約束事や役割分担などを理解

する。 

（生活） 

家庭での設備や物資，食料に関する備えを調べ，

大切さを理解する。 

（総合） 

⑵ 学校や地域での備え

（公助） 

地域の避難場所や「こども１１０番の家・店」など

を知る。 

（生活） 

学校の備蓄や地域にある防災に役立つ設備につい

て調べ，災害時への備えを理解する。 

（社会） 
 

  

Ｄ  

予測・判

断 

 

【技能】 

⑴ 危険の予測 

通学路での災害等の危険を考える。 

 

（生活，特活） 

学校や家庭，地域での災害等の危険を考える。 

 

（社会） 

⑵ 安全のための判断 

通学路での災害等の危険を避けるためにどのよう

に行動するかを考える。 

（生活，特活） 

学校や家庭，地域での災害等の危険を避けるため

にどのように行動するかを自分で考える。 

（特活） 
 

  

Ｅ  

支援者の

基盤 

 

【態度】 

⑴ 強い心と冷静な行動 

どんなときでも頑張る心を持ち，大人の指示をよく

聞いて行動しようとする。 

（道徳） 

困ったときにも投げ出さない心を持ち，周りの様

子や指示に応じて行動しようとする。 

（道徳） 

⑵ 感謝や思いやりの心 

地域の防災や安全のために見守ってくれる人たち

に感謝の気持ちを持ち，友達や周りの人に親切にしよ

うとする。           （生活，道徳） 

お世話になっている地域の方に感謝の気持ちを持

ち，友達や下級生に対して親切にしようとする。 

（道徳） 

⑶ 自然愛護と生命尊重 

自然の不思議や美しさを感じ取ろうとするととも

に，生き物に優しくしようとする。 

（生活，道徳） 

自然の美しさやすばらしさを感じ取ろうとすると

ともに，命あるものを大切にしようとする。 

（理科，道徳） 

⑷ 他者との関わり 

自分の思いを相手に伝え，友達や近所の人たちと

関わろうとする。 

（生活，特活） 

互いに思いを伝え合い，地域の行事などに参加し

て周りの人とつながろうとする。 

（特活） 
 

  

Ｆ  

社会貢献 

 

【態度】 

⑴ 被災者の支援 

人の役に立ちたいという気持ちを持って行動しよ

うとする。 

（道徳，特活） 

ボランティア活動について知り，自分たちにできる

ことを考えようとする。 

（道徳，総合） 

⑵ 教訓の伝承 

学校で学んだ防災のことを家族に伝えようとする。 

 

（国語） 

学校で学んだ防災のことを家族や地域に伝えよう

とする。 

（国語，社会，特活） 

⑶ 家庭や地域に役立つ

こと 

身の回りの人のために役立とうとする。 

 

（道徳） 

家庭のために役立とうとする。 

 

（道徳） 

⑷ 夢や希望 

ルールや決まりを守り，安全に生活しようとする。 

 

（道徳） 

防災の意識を持って安全・安心な生活をしようと

する。 

（社会，道徳） 
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※（ ）は関連が考えられる教科等です。 
小学校５～６年 中学校 分類 

  

災害の種類や特性，災害の原因（自然と社会）を理

解する。 

（社会，理科） 

国土及び地域の自然環境と人々の生活や産業との

関係を理解し，起こり得る自然災害を予想する。 

                 （社会，数学） 

⑴ 災害の種類や特徴 

Ａ  

災害等の

理解 

 

【知識】 

災害の発生メカニズムを理解する。（５年で気象，

６年で地震と津波） 

（理科） 

科学的な知識を生かして，自然現象と災害を関連

付けて状況を判断する。 

  （数学，理科） 

⑵ 発生メカニズムや被

害 

東日本大震災や過去の災害の被害の様子，伝承を理

解する。 

（社会，理科） 

日本の気象がもたらす恵みと災害について記録や

資料を用いて調べ，自然と人間との関わりについて

考察する。        （国語，社会，理科） 

⑶ 過去の災害・伝承 

国や自治体による災害復旧や復興，防災に関する

取組を理解する。 

（社会） 

国や自治体の取組について成果と課題を知り，地

域に応じた防災対策の在り方を考える。 

（社会，理科） 

⑷ 災害防止や復旧・復

興（公助） 

   

  

災害等やその場の状況に応じた身の守り方や避難

の仕方を理解する。 

（体育，特活） 

自然災害による傷害は，災害発生時だけでなく，

二次災害によっても生じることを理解し，対応と備

えを理解する。          （保健体育） 

⑴ 身の守り方や避難の

仕方 

Ｂ  

命を守る

方法 

 

【知識】 

【技能】 

災害時の心の変化と行動，災害時に必要な情報と入

手の仕方を理解する。 

（社会，理科） 

災害心理を理解し，正しい情報入手とその信頼性

の吟味の方法を理解する。 

（技術） 

⑵ 情報を生かす方法 

出血や打撲をしたときの簡単な手当の仕方，ＡＥＤ

の機能を理解する。 

（体育） 

心肺蘇生，ＡＥＤの使用方法などの応急手当や負

傷者搬送の方法を理解し，緊急時に判断して行動で

きるようにする。          （保健体育） 

⑶ 応急手当の方法 

ライフラインが止まったときの対処法を理解す

る。 

（家庭） 

迅速で的確な情報提供のための観測装置や通信

網，より安全性の高い建築物の設計・開発など，地

震に備える科学技術について知る。      （理科） 

⑷ 生き抜く知恵と技能 

   

  

家庭での設備や物資，食料に関する備えを調べ，工

夫や必要性を理解する。 

（家庭，特活） 

家の中や周囲の安全性，物資等の備え，家族の安

否確認の方法などについて日常的に家族で話し合い

点検を行う必要性を理解する。（家庭，特活，総合） 

⑴ 家庭での備え 

Ｃ  

備え 

 

【知識】 

【技能】 

学校の備蓄や地域にある防災に役立つ設備を調べ，

工夫や災害時への備えを理解する。        （社会） 

公所における，被害の軽減や災害後の生活に備え

る「減災」の視点を理解する。(社会，特活，総合） 

⑵ 学校や地域での備え

（公助） 
   

  

場所や時刻など，様々な状況を想定して危険を予測

する。 

（特活，総合） 

災害時に起こり得る危険を状況に応じて具体的に

予測し，安全確保の手順や優先順位を整理する。 

（特活，総合） 

⑴ 危険の予測 
Ｄ  

予測・判

断 

 

【技能】 

場所や時刻など，様々な状況による危険を避けるた

めにどのように行動するかを自分で判断する。 

（特活，総合） 

⑵ 安全のための判断 

   

  

困難に直面しても負けない強い心を持ち，状況に応

じて落ち着いて行動しようとする。 

（道徳，特活） 

 困難に直面しても負けない強い心を持ち，冷静な

判断の基，目的の実現に向けて行動しようとする。 

（道徳） 

⑴ 強い心と冷静な行動 

Ｅ  

支援者の

基盤 

 

【態度】 

お世話になっている方々に感謝の気持ちを持ち，困

っている人に対して親切にしようとする。 

（道徳） 

周囲の方々の善意により，日々の生活や現在の自分

があることに感謝し，進んでそれに応え，自己と他者

の絆を深めようとする。                （道徳） 

⑵ 感謝や思いやりの心 

畏敬の念を持って自然の力を感じようとするとと

もに，命を見つめ,自他の生命を尊重しようとする。 

（理科，道徳） 

 自然に対する畏敬の念を深めるとともに，生命の連

続性や有限性を理解し，かけがえのない全ての生命を

尊重しようとする。                    （道徳） 

⑶ 自然愛護と生命尊重 

互いの良さを認めながらコミュニケーションを取

り，地域の行事などに参加してつながりを持とうとす

る。               （道徳，特活） 

中学生が地域の力として期待されていることを自

覚し，地域で行われている様々な活動への参加を通

し，共助の体制を築こうとする。  （道徳，特活） 

⑷ 他者との関わり 

   

  

他地域で災害が起きたとき，被災した人たちのた

めに自分たちにできることを考えて，支援しようと

する。           （図工，特活，総合） 

災害が起こった地域の方々のために，被災経験や

その後の学びを生かして，支援しようとする。 

（美術，英語，特活，総合） 

⑴ 被災者の支援 

Ｆ  

社会貢献 

 

【態度】 

学校で学んだ防災のことを教訓として伝えようと

する。 

（国語，音楽，道徳，特活，総合） 

震災やその後の復興過程の記憶や記録から，語り

継ぐべき情報や思いを取り出し，自分たちの言葉で 

語り継いでいこうとする。 （音楽，特活，総合） 

⑵ 教訓の伝承 

地域のために役立とうとする。 

 

（道徳，特活，総合） 

非日常の中でも自他の命を守り，地域社会の一員

として他者との関わりや地域社会との関わりを積極

的に持とうとする。    （道徳，特活，総合） 

⑶ 家庭や地域に役立つ

こと 

防災を通して自分の生き方やこれからの社会に夢

や希望を持って生きていこうとする。 

（社会，道徳，総合） 

人生の目標を達成すべく，希望を持って，より良

く生きようとする。 

（道徳，特活，総合） 

⑷ 夢や希望 
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 ６ 仙台版防災教育 各学年の年間指導計画作成の手順 

 

 防災対応力は，教科等横断的な視点で育成していくものです。そのため，学校・地域の実態に

応じて，各教科等の防災にかかわる指導事項を相互に関連付けた自校の年間指導計画の作成が求

められます。 

作成の手順は，次のとおりです。 

 

ステップ１   学校・家庭・地域等の実態を把握する 

 

学区内の地理，自然等の環境を把握するとともに，地域の教育資源等を押さえます。 

また，協働型学校評価の過程で収集した情報や各種調査等の結果などから，＜児童生徒＞ 

＜家庭＞＜地域＞の実態や課題，児童生徒に育成を目指す資質・能力について，防災教育の観 

点から整理します。 

 

 ステップ２   防災教育のねらいを明確にする 

 

  実態把握の結果を踏まえ，学校として防災教育のねらいを明確にします。そのねらいを踏ま

え，Ｐ6・Ｐ7の「防災教育における指導事項」に基づき，重点的に指導する必要性のある指導

事項を選択します。 

 

  ステップ３   指導事項について指導を行う学年や教科等を検討する 

 

  ステップ１・２を踏まえ，実際にどのような指導事項について，どの学年やどんな教科等で

指導するか，Ｐ6・Ｐ7の「防災教育における指導事項」等を参照しながら検討します。その際，

一つの指導事項に対して，複数の教科等が想定されている場合があることに留意してください。 

学習指導要領や同解説に指導内容として記載されている指導事項については，当然，その教

科において指導を行うことになります。学習指導要領や同解説に，指導内容の例示が記載され

ていない指導事項は，関連する内容を指導できる教科等について検討します。 

 

  ステップ４   教科等間，学校行事等との関連を考慮して指導事項の配列を検討する 

 

  ステップ３で，指導事項としてリストアップしたものについて，教科等間，学校行事等との 

関連などを考慮し，指導事項の配列を考えます。指導事項をすべて網羅的に配列しようとせず， 

学校の実態に応じて，重点化，焦点化し，教科等間のつながりを意識して指導計画を作成する 

ことが大切です。 

 

  ステップ５   防災教育の年間指導計画を作成する 

 

  ステップ１～４までの検討の結果を，年間指導計画の書式で表現します。書式に決まりはあ 

りませんが，教育指導課で提示している様式（C4th 書庫からダウンロ－ド可）等を参考に，柔

軟で実効性のある計画を作成してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ステップ１～５について，いったん学年等の小単位で行い，学年カリキュラムを作成した 

後，学年間の関係や指導時期等を整理し，学校全体の年間指導計画を作成するという方法が 

考えられます。 

■ 各学年の年間指導計画を構想する際に，単元配列表等（P66～P69 参照）を活用する方法 

もあります。 

作成上のワンポイントアドバイス 
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 ７ 仙台版防災教育 年間指導計画に位置付ける事項 

 東日本大震災の教訓を生かした防災対応力の育成を図るため，特に次の事項について，各学年

の年間指導計画に適宜位置付けることとします。 

 

  

 

 

 

 

 なお，これらの事項を取り上げた授業実践例を「仙台版防災教育実践ガイド 授業実践例」に

示しましたので参考にしてください。 

 

 ８ 仙台版防災教育 年間指導計画モデル 

年間指導計画は，「作成の手順」で示したとおり，学校の実態に応じて，防災教育のねらいを明

確にして作成します。作成に当たっては，児童生徒の実態について職員間で情報交換を進める中

で課題を共有することや，教科や教材，指導法等の検討を行うことを通して，職員間の意識を共

有することが大切です。また，このことが，指導の効果を高めることにもつながります。 

 各学校の自然環境及び想定される災害等に違いがあるため，このガイドでは，仙台市内の「津

波による災害等が想定される地域」・「建物の倒壊による災害等が想定される地域」・「土砂災害等

が想定される地域」「洪水による災害等が想定される地域」等，それぞれの災害を想定した，四つ

の地域における小学校低・中・高学年及び中学校の年間指導計画モデルを例示しましたので参考

にしてください。 

 

【仙台版防災教育 年間指導計画モデル】 

○津波による災害等が想定される地域の小学校低・中・高学年及び中学校の年間指導計画 

 モデル 

○建物の倒壊による災害等が想定される地域の小学校低・中・高学年及び中学校の年間指 

導計画モデル  

○土砂災害等が想定される地域の小学校低・中・高学年及び中学校の年間指導計画モデル 

○洪水による災害が想定される地域の小学校低・中・高学年及び中学校の年間指導計画モ 

デル 

想定される自然災害等の例 

・大地震  ・大津波  ・大雨  ・増水  ・河川洪水  ・土砂災害  ・暴風 

・たつ巻  ・落雷  ・降ひょう  ・大雪  ・なだれ  等 

派生して発生する災害等の例 

  ・建物の火災  ・森林火災  ・液状化  ・地割れ  ・倒木  ・建物の倒壊   

・危険物の落下，散乱  ・交通網のまひ  ・道路の寸断  ・ガス漏れ      

  ・感染症の流行  ・異常発生（植物，動物，昆虫等） 等 

 

なお，防災に関連する教科・単元を全て網羅するのではなく，重点的に取り組む指導事項を精

選し，教科等間，学校行事等との関連を考慮して配列することや，全職員が「この指導事項は，

この学年で重点的に行う」という意識を共有することが肝要です。 

１ 学区内の地理，気象条件等，環境や実態に応じた防災に関する活動の実施 

２ 仙台版防災教育副読本の活用 

３ 東日本大震災の体験者からの講話等，震災の教訓と記憶の風化の防止を踏まえた取組 

４ 学区内等の学校同士や保護者，地域との合同による防災訓練の実施 

５ 復興ソングの継承 
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津波による災害等が想定される地域の 

小学校低学年 年間指導計画モデル 

 ★：本ガイドに授業実践例が掲載  ☆：仙台版防災教育副読本との関連あり 

防災対応力の構成要素 知  識 技  能 態  度 

学習内容例 
防災や災害に関する 

周辺的・基礎的な内容 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

月 
    教科・領域 

関連行事等 
教 科 生 活 特 活 道徳科 

４ 

交通安全教室 

避難訓練（避難経路

確認） 

 ・【1年】学校

をたんけんし

よう（生活） 

Ｅ(4) 

 
 

・登下校の安

全Ｄ(1) 

・避難経路の

確認Ｄ(1) 

・非常時下校

体制の確認Ｃ

(1) 

  

５ 
故郷復興プロジェクト① 

集団下校訓練 

 

 

 

・【2年】まち

たんけんＣ

(2) 

 
・あの日 3.11

☆Ａ(3) 

 ・家族とのさい

会☆Ｅ(3) 

６ 

１２日 

宮城県民防災の日 

避難訓練 
 

 

 

★じしんがお

こったらどう

するの☆Ｂ

(1) 

 ・ながいながい

つうがくろＥ

(3) 

７ 
故郷復興プロジェクト② 

引き渡し訓練 

・水遊び，着衣水泳

（体育）Ｂ(1) 

 

・家のまわり

学校のまわり

☆Ｄ(1) 

  

・夏休みの

生活 

Ｂ(1) 

 

８ 
（地域行事への参加）   

 
  

  

９ 

１日 防災の日 

校外学習（動物園） 
   

・ぼうさいリ

ュックを用い

しよう☆Ｃ

(1) 

 ・動物たちのい

のち☆Ｅ(3) 

  

10 

地域合同防災訓練 

 

  

 

 

・ぼうさいく

んれんにさ

んかしよう

☆Ｂ(1)Ｃ

(1) 

 

・【2年】いま

ぼくにできる

ことＥ(2)・Ｆ

(1) 

11 
５日 世界津波の日 

故郷復興プロジェクト③ 

 

 

・ふっこうを

めざして（生

活）☆Ａ(4) 

 

・つなみにつ

いてしろう☆

Ａ(1)(2) 

 
 ・【2年】じぶ

んがしんごう

きＥ(2) 

12 
避難訓練（火災） 

集団下校訓練 

  
 
 

 

・ひなんの仕

方を考えよう

☆Ｂ(1)(2) 

・冬休みの

生活 

Ｂ(1) 

・【1年】おう

だんほどうで

Ｅ(2) 

１ 
１７日 

防災とボランティアの日     
・きぼうの

光☆Ａ

(3)(4) 

 

２ 

 

    

★ふるさと

を元気に☆

Ａ(1)Ｆ(3) 

・【1年】いの

ちがあってよ

かったＥ(3) 

３ 

１１日 

みやぎ鎮魂の日 

故郷復興プロジェクト④ 
   

・ぼうさい知

しきをチェッ

クしよう☆Ｃ

(1) 

  

大地震 

大津波 

地震，津波 

大地震，大津波 

大雨，増水，河川洪水，浸水， 

落雷，暴風，地震，津波 

大地震，大津波 

火災 
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津波による災害等が想定される地域の 

小学校中学年 年間指導計画モデル 

 ★：本ガイドに授業実践例が掲載  ☆：仙台版防災教育副読本との関連あり 

防災対応力の構成要素 知  識 技  能 態  度 

学習内容例 
防災や災害に関する 

周辺的・基礎的な内容 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

月 
    教科・領域 

関連行事等 
教 科 総 合 特 活 道徳科 

４ 

春の交通安全 ・【3年】学校のま

わり（社会）Ｃ(2) 

 

 

 

 
 

・避難経路の確

認，登下校の安全

Ｂ(1) 

  

５ 

故郷復興プロジェクト① 

集団下校訓練 

家庭訪問 

 

・【3年】市の様子

（社会）Ｄ(1) 

・【4年】住みよい

くらしをつくる(社

会)Ｂ(4) 

 

 

  
・避難の仕方を考

えようＢ(1)☆ 
 

・考えよう 友達た

ちのこと☆Ｅ(2) 

６ 

１２日 

宮城県民防災の日 

避難訓練 

引き渡し訓練 

・【4年】雨水のゆ

くえと地面のよう

す（理科）Ａ(1) 

・地しんについて知

ろう☆Ａ(1)(2) 

・防災マップ

づくり 

 

・避難訓練事後指

導 

・災害が起きたら

☆Ｂ(1) 

 
・希望の詩～「ない」

～☆Ｆ(2) 

７ 

故郷復興プロジェクト② 

交通安全教室 

・【3年】風やゴム

で動かそう（理科）

Ａ(1) 

・浮く・泳ぐ運動（体

育）Ｂ(1) 

 

 

★歌い継ごう～

「復興ソング」

☆Ｆ(2) 

・夏休みの

過ごし方 

Ｄ(1)(2) 

・【4年】「もっこ」を 

せおってＦ(1) 

・大切なこと☆Ｅ(2) 

８ 
（地域行事への参加） 

 

 

 

 

  
・地域行事

への参加 
 

９ 

１日 防災の日 

避難訓練（不審者） 

 

・着衣水泳（体育）

Ｂ(1) 

・いろいろなさいが

いについて知ろう

☆Ａ(1)(2) 

  

・自分で決める☆ 

★「台風・大雨の

災害から命を守

る」☆Ｄ(2) 

 
・【3年】一さつのお

くりものＥ(2) 

10 
中学校区合同防災

訓練  

★命を守る

非常食☆Ｃ

(1)(2) 

 ・家族ぼうさい会

ぎをひらこう☆

Ｃ(1) 

 ・【4年】ふるさとを

守った大イチョウＥ

(3) 

11 
５日 世界津波の日 

故郷復興プロジェクト③ 

 

・【4年】自然災害

からくらしを守る

（社会）Ａ(4) 

 

・せかい

とのつな

がり☆ 

  
・【3年】教えて！な 

んでもそうだん室Ｆ 

(1) 

12 
避難訓練（火災） 

集団下校訓練 
・けがをしたときは

☆Ｂ(3) 

 
 
 

 
・避難訓練事後指

導 

・冬休みの

過ごし方 

Ｄ(1)(2) 

 

１ 
１７日 

防災とボランティアの日 
 

・たくさんの

おうえん☆ 
    

２ 

 
・【3年】市のうつ 

りかわり（社会）Ａ

(3) 

  

・ぼうさい知しき

をチェックしよ

う☆ 

・つたえよ

うわたした

ちのことば

で☆ 

・【3年】おじいちゃ

ん，おばあちゃん，

見ていてねＥ(3) 

・【4年】ポロといっ

しょＥ(2) 

３ 

１１日 

みやぎ鎮魂の日 

故郷復興プロジェクト④ 

・【4年】特色ある

地いきと人々のく

らし(社会)Ａ(4) 

  

・仙台のさいがい

年ぴょう・ふっこ

う年ぴょう☆ 

 
・【4年】点字メニュ

ーにちょうせんＦ

(1) 

大地震，津波 

津波， 

大雨， 

増水， 

河川 

洪水， 

浸水， 

落雷， 

暴風 

大地震，津波 

大地震，津波 

津波， 

大雨， 

増水， 

河川 

洪水， 

浸水， 

落雷， 

暴風 



12 

 
津波による災害等が想定される地域の 

小学校高学年 年間指導計画モデル 

 ★：本ガイドに授業実践例が掲載  ☆：仙台版防災教育副読本との関連あり 

防災対応力の構成要素 知  識 技  能 態  度 

学習内容例 
防災や災害に関する 

周辺的・基礎的な内容 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

月 
    教科・領域 

関連行事等 
教 科 総 合 特 活 道徳科 

４ 
避難訓練（地震） 

春の交通安全 

 

・【6年】物の燃え

方と空気（理科）Ａ

(1) 

 
 
 

 
・避難経路の

確認，登下校

の安全Ｂ(1) 

 
・【6年】うちらねこ 

の手ボランティアＦ 

(1) 

５ 

故郷復興プロジェクト① 

引き渡し訓練 

家庭訪問 

 

 

 

 
 
  

・非常時下校

体制の確認， 

★大災害に備

えよう☆Ｂ

(1) 

・大きな災

害と人間の

心の動き☆

Ｅ(4) 

 

６ 

１２日 

宮城県民防災の日

全校一斉防災学習

野外活動 

★防災人としての

知恵（体育）～けが

の手当～☆Ｂ(3) 

 

★語り継ごう

東日本大震災

☆Ｆ(2)※震

災遺構活用 

 
・家族防災

会議を開こ

う☆Ｃ(1) 

・【6年】土石流の中

で救われた命Ｅ(2) 

７ 
故郷復興プロジェクト② 

ＰＴＡ等との地区

巡視 

・着衣水泳（体育）

Ｂ(1) 

・「希望の道」合唱 

Ｆ(2) 

 

・チャレンジ

子供防災モニ

タ－☆Ｄ(1) 

・わが家の 

防災カード

の記入Ｃ(1) 

・夏休みの

生活Ｄ(1) 

(2) 

 

８ （地域行事への参加）  
 
 

    

９ 

１日 
防災の日 
 
 

 

・【5年】台風と天

気の変化（理科）Ａ

(2) 

 

・地震を乗り

越えようとし

た先人の知恵 

☆Ｆ(2) 

  
・一番大切なことは

☆Ｆ(3) 

10 
 
 
 

・【5年】流れる水

のはたらき（理科）

Ａ(1)(2) 

・【6年】大地のつ

くりと変化（理科）

☆Ａ(2)Ｅ(3) 

 ・「復興のた 

めに何がで

きるか考え

よう」Ｅ(4)

Ｆ(1)(3) 

  

・【5年】わたしのボ

ランティア体験Ｆ

(1)(3) 

11 

５日 世界津波の日 

故郷復興プロジェクト③ 

避難訓練（火災） 

※津波防災の日 

・【5年】情報化し

た社会と産業の発

展（社会）Ｂ(2) 

    
・【5年】コースチャ

ぼうやを救えＥ(3) 

 

12 
全校一斉 

防災学習授業日 

避難訓練（業間） 

・【6年】震災復興

の願いを実現する

政治（社会）Ａ(4) 

 
 
 

 
・未来へつな

ぐ☆Ｆ(2)(4） 

・冬休みの 

生活Ｄ(1) 

(2) 

 

１ 
１７日 

防災とボランティアの日 

・【5年】自然災害

によるけがの防止

（発展）Ｄ（1） 

 

・復興のため

にできること

Ｄ(2) 

  

・【6年】東京大空襲

の中でＥ(3) 

・【5年】一本松は語

ったＥ(3) 

２  
・【5年】わたした 

ちの生活と環境（社 

会）☆Ａ(1) 

    
・【6年】小さな連絡

船「ひまわり」Ｆ

(1)(3) 

３ 
１１日 

みやぎ鎮魂の日 

故郷復興プロジェクト④ 

・【6年】共に生き

る地域での生活 

・持続可能な社会を

生きる（家庭）☆Ｂ

(4) 

  

・仙台の自然

災害年表・復

興年表☆ 

  

大地震 

大津波 

大地震，大津波 

火災 

大地震 

大津波 

大雨，増水，河川洪水

浸水，落雷，暴風 

大雨，増水 

河川洪水 
大地震 

大津波 

液状化 

津波，建物の火災 
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津波による災害等が想定される地域の 

中学校 年間指導計画モデル 

★：本ガイドに授業実践例が掲載  ☆：仙台版防災教育副読本との関連あり 

防災対応力の構成要素 知  識 技  能 態  度 

学習内容 
防災や災害に関する 

周辺的・基礎的な内容 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

 
月 

    教科・領域 

関連行事等 
教 科 総 合 特 活 道徳科 

４ 
避難経路確認 

合宿 

・集団訓練（保体）

Ｂ(1) 

・情報の信頼性（技

術）Ｂ(2) 

 

 

・避難方法と避

難経路の確認

Ｃ(1) 

 
・花と緑で人々

に笑顔を☆Ｆ

(3) 

５ 

学校防災の日①（避難

訓練） 

故郷復興プロジェクト①

（あいさつ） 

・応急処置の方法 

（保体）☆Ｂ(3) 

・あの日を忘れない

（美術）Ｆ(1) 

 

 

 

 

・避難訓練 

・消防士からの

講話Ｃ(1)Ｄ 

・地域あいさ 

つと小中合同 

ゴミ拾い活動 

Ｅ(4) 

・【3年】くちび 

るに歌をもてＥ 

(3) 

 

６ 
12 日 みやぎ県民防災

の日 

中総体 

・身近な地域の歴史

（社会）Ｃ(2) 

・心肺蘇生方法（保

体）☆Ｂ(3) 

・メディアの特徴を

生かして情報を集め

よう（国語）Ｂ(2) 

 

 
 

・災害発生時 

の対応Ｂ(1) 

Ｄ 

★自然災害に

備えよう☆Ａ

(2)(3)    

 

７ 
合唱コンク－ル 

故郷復興プロジェクト② 

（星に願いを） 

・ＡＥＤの使い方☆ 

（保体）Ｂ(3) 

 

 

 
 

★災害心理と

正しい情報の

入手☆Ｂ(2)   

・地域あいさつ

運動と小中合

同ゴミ拾い活

動Ｅ(4)     

・【3年】一冊の 

漫画雑誌Ｅ(2) 

８ 
リ－ダ－研修会 

（小・中合同） 

※地域の行事への参加 

 

 

 

  
・リーダー研修

会☆Ｄ 
  

９ 

１日 防災の日 

文化祭 

地域合同防災訓練 

（地域・保護者・小学

校） 

・着衣泳（保体）Ｂ

(1) 

・モザイクアー 

トづくりＦ(1) 

 

 

・防災基礎知 

識講座（小学 

生，地域）Ｄ 

★避難所開設

の時，私たち

にできること

☆Ｆ(3)    

・心に寄り添う

☆Ｅ(4) 

10 

学校防災の日② 

（引き渡し訓練） 

学区民運動会 

避難訓練（火災） 

・古典に残る災害を

読んでみよう☆ 

Ａ(3) 

・地方自治と私たち

（社会）☆Ａ(4) 

 

・防災マッ 

プづくり 

（地域）Ｃ

(1)(2) 

・避難訓練の 

意義☆Ｃ(1) 

・引き渡し訓 

練Ｃ(1) 

・地域あいさつ

運動と小中合 

同ゴミ拾い活

動Ｅ(4) 

 

11 

５日 世界津波の日 

地域クリ－ン作戦 

（地域） 

故郷復興プロジェクト③ 

 
・メモリアル館訪

問Ｃ(2) 

 

・マップ作 

成のための 

地域歩きＣ 

(2) 

・巨大壁画づく

りＥ(2) 

・地域クリー 

ン作戦，地域 

あいさつ運動 

Ｆ(3) 

・【2年】田老の 

生徒が伝えたも 

のＥ(1) 

12 
学校防災の日③ 

（考動議会） 

 ・考動議会（縦割り活動）Ｄ 

・防災マップ調査結果発表会Ｄ

Ｆ(2) 

     
・【2年】震災の

中でＦ(3) 

１ 

17 日 防災とボランテ

ィアの日 

・復興展 

（地域・保護者） 

・大地の変化（理科）Ａ 

(2)(3)Ｂ(4) 

・快適な住まい方（家 

庭）☆Ｃ(1) 

 

 

 
 

・災害時の安 

全な行動につ 

いてＣ(1) 

★「復興への

歩み」を語り

継ごう☆ 

Ｅ(4) 

・一歩一歩力強 

く語り部として 

☆Ｆ(2) 

２ 
・地域向け復興展（地

域・保護者） 

 

・心身の機能の発達 

と心の健康（保体） 

☆Ｂ(1) 

   

★自分を守る

☆Ｄ   

３ 

11日 みやぎ鎮魂の日 

学校防災の日④ 

（震災セレモニ－） 

故郷復興プロジェクト④ 

 

★震災を語り継

ごうＦ(2) 
 

・巨大壁画披露 

Ｆ(2) 

・地域あいさつ 

運動，小中合同 

ゴミ拾い運動 

Ｅ(4)  

 

大地震 

大津波 

大地震，大津波 

大地震，大津波,大雨，

増水，河川洪水，浸水，

落雷，暴風，液状化 等 

大地震，大津波， 

液状化 

建物の火災 
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 建物の倒壊による災害等が想定される地域の 

 小学校低学年 年間指導計画モデル 

 ★：本ガイドに授業実践例が掲載  ☆：仙台版防災教育副読本との関連あり 

防災対応力の構成要素 知  識 技  能 態  度 

学習内容例 
防災や災害に関する 

周辺的・基礎的な内容 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

月 
    教科・領域 

関連行事等 
教 科 生 活 特 活 道徳科 

４ 

交通安全教室 

避難訓練（避難経路

確認） 

 ・【1年】学校

をたんけんし

ようＥ(4) 
 

・登下校の安

全Ｄ(1) 

・避難経路の

確認Ｄ(1) 

・非常時下校

体制の確認Ｃ

(1) 

  

５ 

故郷復興プロジェクト① 

集団下校訓練 

 

 

 

・【2年】まち

たんけんＣ

(2) 

 

 

・あの日 3.11

☆Ａ(3) 

 ・家族とのさい会☆

Ｅ(3) 

６ 

１２日 

宮城県民防災の日 

避難訓練  

 

 

★じしんがお

こったらどう

するの☆Ｂ

(1) 

 ・ながいながいつう

がくろＥ(3) 

７ 

故郷復興プロジェクト② 

引き渡し訓練 

・水遊び，着衣水泳

（体育）Ｂ(1) 

・家のまわり学校の

まわり☆Ｄ(1) 

 

  

・夏休みの

生活Ｂ(1) 

 

８ 
（地域行事への参加） 

 
 
   

  

９ 

１日 防災の日 

校外学習 
   

・ぼうさいリ

ュックを用い

しよう☆Ｃ 

(1) 

 ・動物たちのいのち

☆Ｅ(3) 

  

10 

地域合同防災訓練 

 

  

 

 

・ぼうさいく

んれんにさ

んかしよう

☆Ｂ(1)Ｃ

(1) 

 

・【2年】いまぼく

にできることＥ

(2)・Ｆ(1) 

11 

５日 世界津波の日 

故郷復興プロジェクト③ 

 
 

・ふっこうを

めざして☆

Ａ(4) 

 

・つなみにつ

いてしろう☆

Ａ(1)(2) 

 

・【2年】じぶんが

しんごうきＥ(2) 

12 
避難訓練（火災） 

集団下校訓練 

  
 
 

 

・ひなんの仕

方を考えよう

☆Ｂ(1)(2) 

・冬休みの

生活 

Ｂ(1) 

・【1年】おうだん

ほどうでＥ(2) 

１ 
１７日 

防災とボランティアの日  

 

  
・きぼうの

光☆Ａ(3) 

(4) 

 

２ 
 

    
★ふるさと

を元気に☆

Ａ(1)Ｆ(3) 

・【1年】いのちが

あってよかったＥ

(3) 

３ 

１１日 

みやぎ鎮魂の日 

故郷復興プロジェクト④ 
   

・ぼうさい知

しきをチェッ

クしよう☆Ｃ

(1) 

  

大地震，建物の倒壊 

道路の寸断，倒木 

大地震，大津波 

建物の倒壊 

道路の寸断 

倒木 

大雨，増水，河川洪水，浸水， 

落雷，暴風，地震，津波 

大雨，洪水，河川氾濫，

浸水，地震，津波， 

 

大地震，大津波 

火災 

建物の倒壊 

道路の寸断 

倒木 
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 建物の倒壊による災害等が想定される地域の 

 小学校中学年 年間指導計画モデル 

 ★：本ガイドに授業実践例が掲載  ☆：仙台版防災教育副読本との関連あり 

防災対応力の構成要素 知  識 技  能 態  度 

学習内容例 
防災や災害に関する 

周辺的・基礎的な内容 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

月     教科・領域 

関連行事等 
教 科 

総 合 
特 活 道徳科 

４ 

春の交通安全 ・【3年】学校のまわ

り（社会）Ｃ(2) 

 

 

 

 

・避難経路の確

認，登下校の安全

Ｂ(1) 

  

５ 

故郷復興プロジェクト① 

集団下校訓練 

家庭訪問 

 

・【3年】市の様子（社

会）Ｄ(1) 

・【4年】住みよいく

らしをつくる(社会)

Ｂ(4) 

 

 

 

 

・避難の仕方を考

えようＢ(1)☆ 

 
・考えよう 友達た

ちのこと☆Ｅ(2) 

６ 

１２日 

宮城県民防災の日 

避難訓練 

引き渡し訓練 

・【4年】雨水のゆく

えと地面のようす

（理科）Ａ(1) 

・地しんについて知

ろう☆Ａ(1)(2) 

・防災マッ

プづくり 

 

・避難訓練事後指

導 

・災害が起きたら

☆Ｂ(1) 

 
・希望の詩～「ない」

～☆Ｆ(2) 

７ 

故郷復興プロジェクト② 

交通安全教室 

・【3年】風やゴムで

動かそう（理科）Ａ

(1) 

・浮く・泳ぐ運動（体

育）Ｂ(1) 

 

 

★歌い継ごう～

「復興ソング」

☆Ｆ(2) 

・夏休みの

過ごし方Ｄ

(1)(2) 

・【4年】「もっこ」

をせおってＦ(1) 

・大切なこと☆Ｅ

(2) 

８ 
（地域行事への参加） 

 
 

 
  

・地域行事

への参加 
 

９ 

１日防災の日 

避難訓練（不審者） 

 

・着衣水泳（体育）

Ｂ(1) 

・いろいろなさいが

いについて知ろう☆

Ａ(1)(2) 

  

・自分で決める☆ 

★「台風・大雨の

災害から命を守

る」☆Ｄ(2) 

 
・【3年】一さつの

おくりものＥ(2) 

10 

中学校区合同防災

訓練  

★命を守る

非常食☆Ｃ

(1)(2) 

 

・家族ぼうさい会

ぎをひらこう☆

Ｃ(1) 

 

・【4年】ふるさと

を守った大イチョ

ウＥ(3) 

11 
５日世界津波の日 

故郷復興プロジェクト③ 

 

・【4年】自然災害か

らくらしを守る（社

会）Ａ(4) 

 

・せかい

とのつな

がり☆ 

  
・【3年】教えて！ 

なんでもそうだん 

室Ｆ(1) 

12 
避難訓練（火災） 

集団下校訓練 
・けがをしたときは

☆Ｂ(3) 

 
 
 

 
・避難訓練事後指

導 

・冬休みの

過ごし方Ｄ

(1)(2) 

 

１ 
１７日 

防災とボランティアの日  

・たくさん

のおうえん

☆ 

    

２ 

 

・【3年】市のうつ 

りかわり（社会）Ａ 

(3) 

  
・ぼうさい知しき

をチェックしよ

う☆ 

・つたえよ

うわたした

ちのことば

で☆ 

・【3年】おじいち

ゃん，おばあちゃ

ん，見ていてねＥ

(3) 

・【4年】ポロとい

っしょＥ(2) 

３ 

１１日 

みやぎ鎮魂の日 

故郷復興プロジェクト④ 

・【4年】特色ある地

いきと人々のくらし

(社会)Ａ(4) 

  

・仙台のさいがい

年ぴょう・ふっこ

う年ぴょう☆ 

 
・【4年】点字メニ

ューにちょうせん

Ｆ(1) 

大地震，建物の倒壊 

道路の遮断 

大地震，建物の倒壊 

道路の遮断 

大地震，建物の倒壊 

道路の遮断 

交通網のまひ 

 

津波，大雨， 

増水，河川 

洪水，浸水， 

落雷，暴風 

建物の倒壊 

道路の遮断・倒木 

津波， 

大雨， 

増水， 

河川 

洪水， 

浸水， 

落雷， 

暴風 

建物の

倒壊 

道路の

遮断 

倒木 
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建物の倒壊による災害等が想定される地域の 
小学校高学年 年間指導計画モデル 

 ★：本ガイドに授業実践例が掲載  ☆：仙台版防災教育副読本との関連あり 

防災対応力の構成要素 知  識 技  能 態  度 

学習内容 
防災や災害に関する 

周辺的・基礎的な内容 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

月 
    教科・領域 

関連行事等 
教 科 総 合 特 活 道徳科 

４ 

避難訓練（地震） 

交通教室 

たてわり校外活動 

春の交通安全 

・【6年】物の燃え方 

と空気（理科）Ａ(1) 

 
 
 

 
・避難経路の

確認，登下校

の安全Ｂ(1) 

・高学年と 

してＥ(4) 

・【6年】うちらねこの 

手ボランティアＦ(1) 

５ 
家庭訪問 

引き渡し訓練 

故郷復興プロジェクト① 

 
 
 
 

 

・東日本大震

災から学ぶ☆

Ｄ(1)(2) 

・非常時下校

体制の確認，

★大災害に備

えよう☆Ｂ

(1) 

・地域の一

員として☆

Ｆ(3)  

６ 

１２日 

宮城県民防災の日

全校一斉 

防災学習授業日 

・【6年】書き手の意

図を考えよう「新聞

記事を読み比べよ

う」（国語）Ｆ(2) 

 
 
 

 

・地震に備え 

てＣ(1) 

 

・家族防災

会議を開こ

う☆Ｃ(1) 

・落ち着い

た行動を☆

Ｅ(1) 

・【6年】土石流の中で

救われた命Ｅ(2) 

７ 
故郷復興プロジェクト② 

ＰＴＡ等との地区

巡視 

・着衣水泳（体育）

Ｂ(1) 

・「希望の道」合唱 

Ｆ(2) 

  
・夏休みを有

意義にＦ(3) 

・地域のリ

－ダ－とし

てＦ(3) 

 

８ （地域行事への参加） 
  

 
    

９ 

野外活動 
１日 
防災の日 
 

・【5年】台風と天気

の変化（理科）Ａ(2) 

★防災人としての知

恵（体育）～けがの

手当～☆Ｂ(3) 

     
・一番大切なことは☆

Ｆ(3) 

10 

 
 
 

・【5年】流れる水の

はたらき（理科）Ａ

(1)(2)   

・【6年】大地のつく

りと変化（理科）☆

Ａ(2)Ｅ(3) 

    
・【6年】わたしのボラ

ンティア体験Ｆ(1)(3) 

11 

５日 

世界津波の日 

故郷復興プロジェクト③ 

避難訓練（火事） 

・【5年】情報化した

社会と産業の発展

（社会）Ｂ(2) 
    

・【5年】コースチャぼ

うやを救えＥ(3) 

 

12 
全校一斉 

防災学習授業日 

避難訓練（業間） 

・【6年】震災復興の

願いを実現する政治

（社会）Ａ(4) 

 
 
 

★語り継ご

う！東日本大

震災☆Ｆ(2)

※震災遺構活

用 

・家族とのつ

ながり☆   

Ｃ(1) 

・冬休みの

過ごし方

Ｄ(1)(2) 

 

１ 
１７日 

防災とボランティアの日 

・【5年】自然災害に 

よるけがの防止（発 

展）Ｄ（1） 

  
・異学年と交 

流しよう    

Ｅ(2) 

 

・【6年】東京大空襲の

中でＥ(3) 

・【5年】一本松は語っ

たＥ(3) 

２ 
１１日 

みやぎ鎮魂の日 

・【5年】わたしたち 

の生活と環境（社会） 

☆Ａ(1) 

    
・【6年】小さな連絡船

「ひまわり」Ｆ(1)(3) 

３ 故郷復興プロジェクト④ 

・【6年】共に生きる

地域での生活 

・持続可能な社会を

生きる（家庭）☆Ｂ

(4) 

 

・東日本大震 

災から学ぶ☆ 

Ｆ(1)(3) 

   

大地震，建物

の倒壊，道路

の遮断 

大地震 

火災 

大雨，増水，河川洪水，落雷，暴風，道路の遮断，倒木 

交通網のまひ 

大雨，増水，河川

洪水 

大地震，液状化 

建物の火災 
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  建物の倒壊による災害等が想定される地域の 

中学校 年間指導計画モデル 

★：本ガイドに授業実践例が掲載  ☆：仙台版防災教育副読本との関連あり 

防災対応力の構成要素 知  識 技  能 態  度 

学習内容 
防災や災害に関する 

周辺的・基礎的な内容 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

 
月 

    教科・領域 

関連行事等 
教 科 総 合 特 活 道徳科 

４ 
安全な登下校 

避難経路の確認 

・集団訓練（保体） 

Ｂ(1) 

 

  

・避難方法と避

難経路の確認

Ｃ(1) 

 

・一歩一歩力強

く語り部として

☆Ｅ(1) 

５ 
集団下校の確認 

引き渡し訓練 

故郷復興プロジェクト① 

・情報の信頼性（技 

術）Ｂ(2) 

・応急処置の方法 

（保体）☆Ｂ(3) 

・あの日を忘れない

（美術）Ｆ(1) 

 

 

 

 

・引き渡し訓練

Ｃ(1) 

★自然災害に

備えよう☆Ａ

(2)(3)    

 

６ 

12日 
みやぎ県民防災の日 

中総体 

地域合同防災訓練 

（地域・保護者・小学

校） 

・身近な地域の歴史

（社会）Ｃ(2) 

・心肺蘇生方法（保

体）☆Ｂ(3) 

・メディアの特徴を

生かして情報を集め

よう（国語）Ｂ(2) 

・めざせエコ生活

Ｃ(1)(2) 

 

 

・災害発生時 

の対応☆ 

Ｂ(1)Ｄ 

・防災クロス 

ロ－ドゲ－ム 

Ｄ 

★避難所開設

の時，私たち

にできること

☆Ｆ(3)   

・一冊の漫画雑 

誌Ｆ(1) 

７ 
合唱コンク－ル 

故郷復興プロジェクト② 

 

・ＡＥＤの使い方 

☆（保体）Ｂ(3) 
 

 

 

 
・夏季休業中 

の生活Ｄ 
    

８ 
※地域の行事への 

参加 
 

 

 

 
    

９ 

１日 防災の日 

学習発表会 

 

・着衣泳（保体） 

Ｂ(1) 

 

 

 
 

・災害発生時 

の対応☆ 

Ｂ(1)Ｄ 

  

・【2年】田老の

生徒が伝えたも

のＦ(1) 

10 

球技大会 

避難訓練（火災） 

 

 

・古典に残る災害を

読んでみよう☆Ａ

(3) 

・地方自治と私たち

（社会）☆A(4) 

 

 

・ボランテ 

ィアで心の 

輪を広げよ

うＦ(1)(3) 

・避難訓練の 

意義☆Ｃ(1) 

 

    

 

・【2年】震災の

中でＦ(3) 

11 

５日 世界津波の日 

地域落ち葉拾い 

（地域） 

故郷復興プロジェクト③ 

・住まいの安全対策，

災害への備え（技・

家）☆Ｃ(1)  

 

★災害心理と

正しい情報の

入手☆Ｂ(2)   

・地域落ち葉 

拾い作戦，あ 

いさつ運動 

Ｆ(3) 

 

・心に寄り添う

☆Ｅ(4) 

12 
 

 

 

 

 

 
 

・冬季休業中 

の生活Ｄ 

・1.17から 

3.11へ☆ 

Ｅ(4)   

 

１ 
17 日 防災とボラン

ティアの日 

・大地の変化（理科）Ａ

(2)(3)Ｂ(4) 

・ひと目で伝えるため 

の工夫（美術）Ｆ(1) 

 

 

 
 

・災害時の安 

全な行動につ 

いてＣ(1) 

★「復興への 

歩み」を語り 

継ごう☆ 

Ｅ(4)    

・ともに育つ☆ 

Ｆ(3) 

２ 
 

 

・資料の整理，確立

（数学）Ａ(1)(2) 
   

★自分を守 

る☆Ｄ   
 

３ 

11日 みやぎ鎮魂の日 

東日本大震災追悼行

事 

故郷復興プロジェクト④ 

 

★震災を語り継
ごうＦ(2) 

 
・春季休業中 

の生活Ｄ 

・震災の教訓 

Ｆ(2) 
・約束☆Ｆ(4) 

大雨，増水，河川洪水，落雷，

暴風，道路の遮断，倒木 

建物の火災 

大地震，液状化 

大地震，建物

の倒壊，道路

の遮断 

大地震，交通網のまひ 
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土砂災害等が想定される地域の 

小学校低学年 年間指導計画モデル 

 ★：本ガイドに授業実践例が掲載  ☆：仙台版防災教育副読本との関連あり 

防災対応力の構成要素 知  識 技  能 態  度 

学習内容例 
防災や災害に関する 

周辺的・基礎的な内容 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

月 
    教科・領域 

関連行事等 
教 科 生 活 特 活 道徳科 

４ 

交通安全教室 

避難訓練（避難経路

確認） 

 ・【1年】学校

をたんけんし

ようＥ(4) 

 
 

 

・登下校の安

全Ｄ(1) 

・避難経路の

確認Ｄ(1) 

・非常時下校

体制の確認Ｃ

(1) 

  

５ 
故郷復興プロジェクト① 

集団下校訓練 

 

 

 

・【2年】まち 

たんけんＥ

(2) 

 
・あの日 3.11

☆Ａ(3) 

 ・家族とのさい

会☆Ｅ(3) 

６ 

１２日 

宮城県民防災の日 

避難訓練 
 

 

 

★じしんがお

こったらどう

するの☆Ｂ

(1) 

 ・ながいながい

つうがくろＥ 

(3) 

７ 

故郷復興プロジェクト② 

引き渡し訓練 

・水遊び，着衣水泳

（体育）Ｂ(1) 

・家のまわり学校の

まわり☆Ｄ(1) 

 

  

・夏休みの

生活Ｂ(1) 

 

８ 
（地域行事への参加） 

 
 
 

  
  

９ 

１日防災の日 

校外学習（動物園） 
   

・ぼうさいリ

ュックを用い

しよう☆Ｃ

(1) 

 ・動物たちのい

のち☆Ｅ(3) 

  

10 

地域合同防災訓練 

 

  

 

 

・ぼうさいく

んれんにさ

んかしよう

☆Ｂ(1)・Ｃ

(1) 

 

・【2年】いま

ぼくにできる

ことＥ(2)・Ｆ

(1) 

11 
５日世界津波の日 

故郷復興プロジェクト③ 

 

 

・ふっこうを

めざして 

☆Ａ(4) 

 

・つなみにつ

いてしろう☆

Ａ(1)(2) 

 
・【2年】じぶ

んがしんごう

きＥ(2)  

12 
避難訓練（火災） 

集団下校訓練 

  
 
 

 

・ひなんの仕

方を考えよう

☆Ｂ(1)(2) 

・冬休みの

生活Ｂ(1) 

・【1年】おう

だんほどうで

Ｅ(2) 

１ 
１７日 

防災とボランティアの日     
・きぼうの

光☆Ａ(3) 

(4) 

 

２ 
 

    
★ふるさと

を元気に☆

Ａ(1)Ｆ(3) 

・【1年】いの

ちがあってよ

かったＥ(3) 

３ 

１１日 

みやぎ鎮魂の日 

故郷復興プロジェクト④ 
   

・ぼうさい知

しきをチェッ

クしよう☆Ｃ

(1) 

  

大地震 

土砂災害 

大地震，土砂災害 

 

大地震，土砂災害 

大雨，増水，河川洪水，浸水， 

落雷，暴風，地震，土砂災害 

大地震，大津波 

火災 
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土砂災害等が想定される地域の 

小学校中学年 年間指導計画モデル 

 ★：本ガイドに授業実践例が掲載  ☆：仙台版防災教育副読本との関連あり 

防災対応力の構成要素 知  識 技  能 態  度 

学習内容例 
防災や災害に関する 

周辺的・基礎的な内容 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

月     教科・領域 

関連行事等 
教 科 総 合 特 活 道徳科 

４ 

春の交通安全 ・【3年】学校のま

わり（社会）Ｃ(2) 

 

 

 

 
 

・避難経路の確

認，登下校の安全

Ｂ(1) 

  

５ 

故郷復興プロジェクト① 

集団下校訓練 

家庭訪問 

 

・【3年】市の様子

（社会）Ｄ(1) 

・【4年】住みよい

くらしをつくる(社

会)Ｂ(4) 

 

 

  
・避難の仕方を考

えようＢ(1)☆ 
 

・考えよう 友達たち

のこと☆Ｅ(2) 

６ 

１２日 

宮城県民防災の日 

避難訓練 

引き渡し訓練 

・【4年】雨水のゆ

くえと地面のよう

す（理科）Ａ(1) 

・地しんについて知

ろう☆Ａ(1)(2) 

・防災マップ

づくり 

 

・避難訓練事後指

導 

・災害が起きたら

☆Ｂ(1) 

 
・希望の詩～「ない」

～☆Ｆ(2) 

７ 

故郷復興プロジェクト② 

交通安全教室 

・【3年】風やゴム

で動かそう（理科）

Ａ(1)・浮く・泳ぐ

運動（体育）Ｂ(1) 

  ★歌い継ごう～

「復興ソング」

☆Ｆ(2) 

・夏休みの

過ごし方Ｄ

(1)(2) 

・【4年】「もっこ」をせ 

おってＦ(1) 

・大切なこと☆Ｅ(2) 

８ 
（地域行事への参加） 

 
 

  
・地域行事

への参加  

９ 

１日 防災の日 

避難訓練（不審者） 

 

・着衣水泳（体育）

Ｂ(1) 

・いろいろなさいが

いについて知ろう

☆Ａ(1)(2) 

  

・自分で決める☆ 

★「台風・大雨の

災害から命を守

る」☆Ｄ(2) 

 
・【3年】一さつのおく

りものＥ(2) 

10 
中学校区合同防災

訓練  

★命を守る

非常食☆Ｃ

(1)(2) 

 ・家族ぼうさい会

ぎをひらこう☆

Ｃ(1) 

 ・【4年】ふるさとを守

った大イチョウＥ(3) 

11 
５日 世界津波の日 

故郷復興プロジェクト③ 

 

・【4年】自然災害

からくらしを守る

（社会）Ａ(4) 

 

・せかい

とのつな

がり☆ 

  
・【3年】教えて！なん 

でもそうだん室Ｆ(1) 

12 
避難訓練（火災） 

集団下校訓練 
・けがをしたときは

☆Ｂ(3) 

 
 
 

 
・避難訓練事後指

導 

・冬休みの

過ごし方Ｄ

(1)(2) 

 

１ 
１７日 

防災とボランティアの日 
 

・たくさんの

おうえん☆ 
    

２ 

 
・【3年】市のうつ 

りかわり（社会）Ａ

(3) 

  
・ぼうさい知しき

をチェックしよ

う☆ 

・つたえよ

うわたした

ちのことば

で☆ 

・【3年】おじいちゃん，

おばあちゃん，見てい

てねＥ(3) 

・【4年】ポロといっし

ょＥ(2) 

３ 

１１日 

みやぎ鎮魂の日 

故郷復興プロジェクト④ 

・【4年】特色ある

地いきと人々のく

らし(社会)Ａ(4) 

  

・仙台のさいがい

年ぴょう・ふっこ

う年ぴょう☆ 

 
・【4年】点字メニュー

にちょうせんＦ(1) 

大地震，土砂災害 

大地震，土砂災害 

大地震，土砂災害 

津波，大雨， 

増水，河川 

洪水，浸水， 

落雷，暴風 

土砂災害 

津波， 

大雨， 

増水， 

河川 

洪水， 

浸水， 

落雷， 

暴風 

土砂災害 
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土砂災害等が想定される地域の 
小学校高学年 年間指導計画モデル 

 ★：本ガイドに授業実践例が掲載  ☆：仙台版防災教育副読本との関連あり 

防災対応力の構成要素 知  識 技  能 態  度 

学習内容 
防災や災害に関する 

周辺的・基礎的な内容 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

月     教科・地域 

関連行事等 
教 科 総 合 特 活 道徳科 

４ 
登下校指導   

避難訓練（地震） 

春の交通安全 

・【6年】物の燃え方 

と空気（理科）Ａ(1) 
 
 
 

 

・避難経路の

確認，登下校

の安全Ｂ(1) 

・気持ちの 

よいあいさ 

Ｅ(4)   

・歩み出す 

力強く☆Ｅ 

(1) 

・【6年】うちらねこの 

手ボランティアＦ(1) 

５ 
家庭訪問 

故郷復興プロジェクト① 
 

・地域の宝物

☆Ｄ(1)(2) 
 

・災害時をく

らすヒント☆

Ｃ(1) 

・地域の一

員として☆

Ｆ(3) 

 

６ 

全校一斉防災学習 

避難訓練，引き渡し

訓練 

１２日 

宮城県民防災の日 

・【6年】書き手の意

図を考えよう「新聞

記事を読み比べよ

う」（国語）Ｆ(2) 

 
 
 

 

非常時下校体

制の確認， 

★大災害に備

えよう☆Ｂ

(1) 

・家族防災

会議を開こ

う☆Ｃ(1) 

・落ち着い

た行動を☆

Ｅ(1) 

・【6年】土石流の中で

救われた命Ｅ(2) 

７ 

故郷復興プロジェクト② 

野外活動 

ＰＴＡ等との地区

巡視 

・着衣水泳(体育)Ｂ

(1) 

★防災人としての

知恵（体育）～けが

の手当～☆Ｂ(3) 

・「希望の道」合唱 

Ｆ(2) 

 

 
・夏休みの過

ごし方Ｆ(3) 

・地域のリ

－ダ－とし

てＦ(3) 

 

８ (地域行事への参加)       

９ 
１日 
防災の日 

・【5年】台風と天気

の変化（理科）Ａ(2) 

 

 
   

・一番大切なことは☆

Ｆ(3) 

10 

 
 
 

・【5年】流れる水の

はたらき（理科）Ａ

(1)(2)   

・【6年】大地のつく

りと変化（理科）☆

Ａ(2)Ｅ(3) 

 
★語り継ご

う！東日本大

震災☆Ｆ(2)

※震災遺構活

用  

  
・【5年】わたしのボラ

ンティア体験Ｆ(1)(3) 

11 

５日世界津波の日 

故郷復興プロジェクト③ 

避難訓練（火事） 

 

・【5年】情報化した

社会と産業の発展

（社会）Ｂ(2) 
 

・地域の宝物

☆Ｆ(2)(3) 

・立ち上が

れ！ぼくらの

復興プロジェ

クト☆Ｆ(1) 

 
・【5年】コースチャぼ

うやを救えＥ(3) 

 

12 
全校一斉 

防災学習授業日 

避難訓練（業間） 

・【6年】震災復興の

願いを実現する政

治（社会）Ａ(4) 

 
 
 

 

・家族とのつ

ながり☆   

Ｃ(1) 

・冬休みの

過ごし方

Ｄ(1)(2) 

 

１ 
１７日 

防災とボランティアの日 

・【5年】・自然災害 

によるけがの防止 

（発展）Ｄ（1） 

  

 

 

・【6年】東京大空襲の

中でＥ(3) 

・【5年】一本松は語っ

たＥ(3) 

２ 
１１日 

みやぎ鎮魂の日 
 

・【5年】わたしたち 

の生活と環境（社 

会）☆Ａ(1) 

    
・【6年】小さな連絡船

「ひまわり」Ｆ(1)(3) 

３ 故郷復興プロジェクト④ 

・【6年】共に生きる

地域での生活 

・持続可能な社会を

生きる（家庭）☆Ｂ

(4) 

 

・東日本大震 

災から学ぶ☆ 

Ｆ(1)(3) 

   

大地震 火災 

大雨，増水

河川洪水 

落雷，暴風

倒木 

河川洪水

土砂災害 大地震，土砂災害 

大雪，なだれ 

大地震 

森林火災 



                     21 

土砂災害等が想定される地域の 

中学校 年間指導計画モデル 

★：本ガイドに授業実践例が掲載  ☆：仙台版防災教育副読本との関連あり 

防災対応力の構成要素 知  識 技  能 態  度 

学習内容 
防災や災害に関する 

周辺的・基礎的な内容 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

 
月 

    教科・領域 

関連行事等 
教 科 総 合 特 活 道徳科 

４ 
安全な登下校 

避難経路の確認 

・集団訓練（保体） 

Ｂ(1) 

・情報の信頼性（技 

術）Ｂ(2) 

  
・避難方法と避

難経路の確認

Ｃ(1) 

 

・花と緑で人々

に笑顔を☆Ｆ

(1) 

５ 
避難訓練（予告無） 

故郷復興プロジェクト①

（あいさつ） 

・応急処置の方法 

（保体）☆Ｂ(3) 

・エネルギ－変換に 

関する技術（技・家） 

Ａ(2) 

・あの日を忘れない

（美術）Ｆ(1) 

 

 

 

・地域防災マ

ップをつく

ろうＣ

(1)(2) 

・避難訓練☆Ｄ 

 

・地域清掃ボ 

ランティアで 

Ｆ(3) 

・ともに育つ☆ 

Ｆ(3) 

 

６ 

12日 
みやぎ県民防災の日 

中総体 

地域合同防災訓練 

（地域・保護者・小学

校） 

・身近な地域の歴史

（社会）Ｃ(2) 

・心肺蘇生方法（保

体）☆Ｂ(3) 

・メディアの特徴を

生かして情報を集め

よう（国語）Ｂ(2) 

・過去の災害か 

ら学ぶＤ 

 

・災害時に 

中学生がで 

きることＦ 

(3) 

・災害発生時 

の対応☆Ｂ(1) 

Ｄ 

・引き渡し訓 

練Ｃ(1) 

★避難所開設

の時，私たち

にできること

☆Ｆ(3)     

・【3年】一冊の 

漫画雑誌Ｅ(2) 

７ 
合唱コンク－ル 

故郷復興プロジェクト② 

 

・ＡＥＤの使い方 

☆（保体）Ｂ(3) 

・被災地から学ぶ

（南三陸町）Ｃ

(1)(2)Ｄ 

 

 

 

・災害時の安 

全な行動Ｄ 

・危険箇所調 

べＤ 

・夏季休業中 

の生活Ｄ 

     

８ ※地域の行事への参加       

９ 

１日 防災の日 

文化祭 
・着衣水泳（保体） 

Ｂ(1) 
  

・防災基礎知 

識講座（小学 

生，地域）Ｄ 

★自然災害に

備えよう☆Ａ

(2)(3)    

・心に寄り添う

☆Ｅ(4) 

10 

 

避難訓練（火災） 

・地方自治と私たち

（社会）☆Ａ(4) 

・九州地方～火山災

害，土砂災害～（社

会）Ａ(1)(3) 

・古典に残る災害を

読んでみよう☆ 

Ａ(3) 

 

・災害時に 

中学生がで 

きることＦ 

(3) 

・避難訓練の 

☆Ｄ 

 

   

 

・【2年】田老の

生徒が伝えたも

のＥ(1) 

11 

５日 世界津波の日 

故郷復興プロジェクト③ 
・近畿地方～震災を

乗り越えて～（社会）

Ａ(4) 

  ★災害心理と

正しい情報の

入手☆Ｂ(2)  

・地域清掃ボ 

ランティアで 

Ｆ(3) 

・【2年】震災の

中でＦ(3) 

12 
 

 

・天気とその変化（理 

科）☆Ａ(2) 

 

 
 

・冬季休業中 

の生活Ｄ 
     

１ 
17 日 防災とボラン

ティアの日 

・大地の変化（理科） 

☆Ａ(2)(3)Ｂ(4) 

・ひと目で伝えるため

の工夫（美術）Ｆ(1) 

 

 

 
 

・災害時の安 

全な行動につ 

いてＣ(1) 

★「復興への 

歩み」を語り 

継ごう☆ 

Ｅ(4)    

・一歩一歩力強 

く語り部として 

☆Ｆ(2) 

２ 
 

 

・心身の機能の発達 

と心の健康（保体） 

☆Ｂ(1) 

   

★自分を守 

るＤ    

３ 

11日みやぎ鎮魂の日 

故郷復興プロジェクト④ 
 

★震災を語り継
ごうＦ(2) 

 

・3.11に思う 

こと 

・春季休業中 

の生活Ｄ 

・地域あいさ 

つ運動，小中 

合同ゴミ拾い 

運動Ｅ(4)  

・約束☆Ｆ(4) 

大地震 

大地震，大

雨，増水，

河川洪水，

落雷，暴風，

倒木 

建物の火災，

森林火災 

大地震，土砂

災害 

大地震，土砂災害 

大雨，大雪，なだれ，

降ひょう，落雷， 

暴風 
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洪水による災害等が想定される地域の 

小学校低学年 年間指導計画モデル 

 ★：本ガイドに授業実践例が掲載  ☆：仙台版防災教育副読本との関連あり 

防災対応力の構成要素 知  識 技  能 態  度 

学習内容例 
防災や災害に関する 

周辺的・基礎的な内容 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

月 
    教科・領域 

関連行事等 
教 科 生 活 特 活 道徳科 

４ 

交通安全教室 

避難訓練（避難経路

確認） 

 ・【1年】学校

をたんけんし

ようＥ(4) 

  

・登下校の安

全Ｄ(1) 

・避難経路の

確認Ｄ(1) 

・非常時下校

体制の確認Ｃ

(1) 

            

 

５ 

故郷復興プロジェクト① 

集団下校訓練 

 

 

 

・【2年】まち

たんけんＣ 

(2) 

 

 

あの日 3.11

☆Ａ(3) 

 ・家族とのさい

会☆Ｅ(3) 

６ 

１２日 

宮城県民防災の日 

避難訓練 
 

 

 

★じしんがお

こったらどう

するの☆Ｂ

(1) 

 ・ながいながい

つうがくろＥ 

(3) 

７ 

故郷復興プロジェクト② 

引き渡し訓練 

・水遊び，着衣水泳

（体育）Ｂ(1) 

・家のまわり学校の

まわり☆Ｄ(1) 

 

  

・夏休みの

生活Ｂ(1) 

 

８ 
（地域行事への参加） 

 
 
 

  
  

９ 

１日 防災の日 

校外学習 
   

・ぼうさいリ

ュックを用い

しよう☆Ｃ

(1) 

 ・動物たちのい

のち☆Ｅ(3) 

  

10 

地域合同防災訓練 

 

  

 

 

・ぼうさいく

んれんにさ

んかしよう

☆Ｂ(1)Ｃ

(1) 

 

・【2年】いま

ぼくにできる

ことＥ(2)・Ｆ

(1) 

11 
５日 世界津波の日 

故郷復興プロジェクト③ 

 

 

・ふっこうを

めざして☆

Ａ(4) 

 

・つなみにつ

いてしろう☆

Ａ(1)(2) 

 
・【2年】じぶ

んがしんごう

きＥ(2)  

12 
避難訓練（火災） 

集団下校訓練 

  
 
 

 

・ひなんの仕

方を考えよう

☆Ｂ(1)(2) 

・冬休みの

生活Ｂ(1) 

・【1年】おう

だんほどうで

Ｅ(2) 

１ 
１７日 

防災とボランティアの日     
・きぼうの

光☆Ａ(3) 

(4) 

 

２ 
 

    
★ふるさと

を元気に☆

Ａ(1)Ｆ(3) 

・【1年】いの

ちがあってよ

かったＥ(3) 

３ 

１１日 

みやぎ鎮魂の日 

故郷復興プロジェクト④ 
   

・ぼうさい知

しきをチェッ

クしよう☆Ｃ

(1) 

  

浸水予想域， 

河川洪水 

地震，津波 

（河川氾濫，浸水） 

大地震，大津波 

大雨，増水，河川洪水，浸水， 

落雷，暴風，地震，津波 

大雨，洪水，河

川氾濫，浸水，

地震，津波 

大地震，大津波 火災 
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洪水による災害等が想定される地域の 

小学校中学年 年間指導計画モデル 

 ★：本ガイドに授業実践例が掲載  ☆：仙台版防災教育副読本との関連あり 

防災対応力の構成要素 知  識 技  能 態  度 

学習内容例 
防災や災害に関する 

周辺的・基礎的な内容 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

月     教科・領域 

関連行事等 
教 科 総 合 特 活 道徳科 

４ 

春の交通安全 ・【3年】学校のまわ

り（社会）Ｃ(2) 

 

 

 

 
 

・避難経路の確

認，登下校の安全

Ｂ(1) 

  

５ 

故郷復興プロジェクト① 

集団下校訓練 

家庭訪問 

 

・【3年】市の様子（社

会）Ｄ(1) 

・【4年】住みよいく

らしをつくる(社会)

Ｂ(4) 

 

 

 

 
・避難の仕方を考

えよう☆Ｂ(1)  
 

・考えよう 友達たち

のこと☆Ｅ(2) 

６ 

１２日 

宮城県民防災の日 

避難訓練 

引き渡し訓練 

・【4年】雨水のゆく

えと地面のようす

（理科）Ａ(1) 

・地しんについて知

ろう☆Ａ(1)(2) 

・防災マッ

プづくり 

 

・避難訓練事後指

導 

・災害が起きたら

☆Ｂ(1) 

 
・希望の詩～「ない」

～☆Ｆ(2) 

７ 

故郷復興プロジェクト② 

交通安全教室 

・【3年】風やゴムで

動かそう（理科）Ａ

(1) 

・浮く・泳ぐ運動（体

育）Ｂ(1) 

 

 

★歌い継ごう～

「復興ソング」

☆Ｆ(2) 

・夏休みの

過ごし方Ｄ

(1)(2) 

・【4年】「もっこ」をせ 

おってＦ(1) 

・大切なこと☆Ｅ(2) 

８ 
（地域行事への参加） 

 
 

 
  

・地域行事

への参加 
 

９ 

１日 防災の日 

避難訓練（不審者） 

 

・着衣水泳（体育）

Ｂ(1) 

・いろいろなさいが

いについて知ろう☆

Ａ(1)(2) 

  

・自分で決める☆ 

★「台風・大雨の

災害から命を守

る」☆Ｄ(2) 

 
・【3年】一さつのおく

りものＥ(2) 

10 

中学校区合同防災

訓練 

 

 

 
★命を守る

非常食☆Ｃ

(1)(2) 

 

・家族ぼうさい会

ぎをひらこう☆

Ｃ(1) 

 
・【4年】ふるさとを守

った大イチョウＥ(3) 

11 
５日 世界津波の日 

故郷復興プロジェクト③ 

 

・【4年】自然災害か

らくらしを守る（社

会）Ａ(4) 

 

・せかい

とのつな

がり☆ 

  
・【3年】教えて！なん 

でもそうだん室Ｆ(1) 

12 
避難訓練（火災） 

集団下校訓練 
・けがをしたときは

☆Ｂ(3) 

 
 
 

 
・避難訓練事後指

導 

・冬休みの

過ごし方Ｄ

(1)(2) 

 

１ 
１７日 

防災とボランティアの日  

・たくさん

のおうえん

☆ 

    

２ 

 
・【3年】市のうつ 

りかわり（社会）Ａ 

(3) 

  
・ぼうさい知しき

をチェックしよ

う☆ 

・つたえよ

うわたした

ちのことば

で☆ 

・【3年】おじいちゃん，

おばあちゃん，見てい

てねＥ(3) 

・【4年】ポロといっし

ょＥ(2) 

３ 

１１日 

みやぎ鎮魂の日 

故郷復興プロジェクト④ 

・【4年】特色ある地

いきと人々のくらし

(社会)Ａ(4) 

  

・仙台のさいがい

年ぴょう・ふっこ

う年ぴょう☆ 

 
・【4年】点字メニュー

にちょうせんＦ(1) 

大地震，津波 

大雨，洪水，浸水 

大雨，浸水 

津波， 

大雨， 

増水， 

河川 

洪水， 

浸水， 

落雷， 

暴風 

津波， 

大雨， 

増水， 

河川 

洪水， 

浸水， 

落雷， 

暴風 
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洪水による災害等が想定される地域の 

小学校高学年 年間指導計画モデル 

 ★：本ガイドに授業実践例が掲載  ☆：仙台版防災教育副読本との関連あり 

防災対応力の構成要素 知  識 技  能 態  度 

学習内容例 
防災や災害に関する 

周辺的・基礎的な内容 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

月 
    教科・領域 

関連行事等 
教 科 総 合 特 活 道徳科 

４ 
避難訓練（地震） 

春の交通安全 

 

・【6年】物の燃え 

方と空気（理科）Ａ 

(1) 

 
 
 

 
・避難経路の

確認，登下校

の安全Ｂ(1) 

 
・【6年】うちらねこの手 

ボランティアＦ(1) 

５ 

故郷復興プロジェクト① 

引き渡し訓練 

家庭訪問 

 

 

 

 
 
  

・非常時下校

体制の確認 

★大災害に備

えよう☆Ｂ

(1) 

・大きな災

害と人間の

心の動き☆

Ｅ(4) 

 

６ 

１２日 

宮城県民防災の日

全校一斉防災学習

野外活動 

★防災人としての

知恵（体育）～けが

の手当～☆Ｂ(3) 

 

 

★語り継ご 

う！東日本大 

震災☆Ｆ(2) 

※震災遺構活 

用 

 

・家族防災

会議を開こ

う☆Ｃ(1) 

・【6年】土石流の中で救

われた命Ｅ(2) 

７ 
故郷復興プロジェクト② 

ＰＴＡ等との地区

巡視 

・着衣水泳（体育）

Ｂ(1) 

・「希望の道」合唱 

Ｆ(2) 

 

・チャレンジ

子供防災モニ

タ－☆Ｄ(1) 

・わが家の 

防災カード

の記入Ｃ(1) 

・夏休みの

生活 

Ｄ(1)(2) 

 

８ （地域行事への参加）  
 
 

    

９ 

１日 
防災の日 
 
 

 

・【5年】台風と天

気の変化（理科）Ａ

(2) 

 ・地震を乗り

越えようとし

た先人の知恵 

☆Ｆ(2) 

  
・一番大切なことは☆Ｆ

(3) 

10 

 
 
 

・【5年】流れる水

のはたらき（理科）

Ａ(1)(2) 

・【6年】大地のつ

くりと変化（理科）

☆Ａ(2)Ｅ(3) 

 

・「復興のた 

めに何がで

きるか考え

よう」Ｅ(4)

Ｆ(1)(3) 

  
・【5年】わたしのボラン

ティア体験Ｆ(1)(3) 

11 

５日 世界津波の日 

故郷復興プロジェクト③ 

避難訓練（火災） 

 

・【5年】情報化し

た社会と産業の発

展（社会）Ｂ(2) 

    
・【5年】コースチャぼう

やを救えＥ(3) 

 

12 
全校一斉 

防災学習授業日 

避難訓練（業間） 

・【6年】震災復興

の願いを実現する

政治（社会）Ａ(4) 

 
 
 

 
・未来へつな

ぐ☆Ｆ(2)(4） 

・冬休みの

生活Ｄ

(1)(2) 

 

１ 
１７日 

防災とボランティアの日 

・【5年】・自然災害 

によるけがの防止 

（発展）Ｄ（1） 

 

・復興のため

にできること

Ｄ(2) 

  

・【6年】東京大空襲の中

でＥ(3) 

・【5年】一本松は語った

Ｅ(3) 

２  
・【5年】わたした 

ちの生活と環境（社 

会）☆Ａ(1) 

    
・【6年】小さな連絡船「ひ

まわり」Ｆ(1)(3) 

３ 
１１日 

みやぎ鎮魂の日 

故郷復興プロジェクト④ 

・【6年】共に生き

る地域での生活 

・持続可能な社会を

生きる（家庭）☆Ｂ

(4) 

  

・仙台の自然

災害年表・復

興年表☆ 

  

大雨 

洪水 

浸水 

大雨，洪水，浸水 

大雨，増水，河川洪水 

浸水，落雷，暴風 

大雨 

増水 

河川洪水 

火災 

大地震，大津波 

液状化 

大雨 

洪水 

浸水 

津波，建物の火災 
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洪水による災害等が想定される地域の 

中学校 年間指導計画モデル 

★：本ガイドに授業実践例が掲載  ☆：仙台版防災教育副読本との関連あり 

防災対応力の構成要素 知  識 技  能 態  度 

学習内容 
防災や災害に関する 

周辺的・基礎的な内容 

防災や災害に関する 

直接的な内容 

防災や災害に関する 

間接的な内容 

月 
    教科・領域 

関連行事等 
教 科 総 合 特 活 道徳科 

４ 

安全な登下校 

避難経路の確認 

地区生徒会 

春の交通安全 

・集団訓練(保体)Ｂ

(1) 

・情報の信頼性(技

術)Ｂ(2) 

・様々な自然災害(社

会)Ａ(1) 

  ・避難方法と避難経

路の確認Ｃ(1) 

・学区内安全マップ

確認Ｃ(2) 

・家庭ででき

る災害への備

え①☆Ｃ(1) 

★自然災害
に備えよう
Ａ(2)(3) 

・花と緑で

人々に笑顔を

☆Ｆ(1) 

５ 

故郷復興プロジェクト①

(あいさつ運動) 

・応急処置の方法(保

体)☆Ｂ(3) 

・エネルギ－変換に

関する技術(技・家)

Ａ(2) 

・復興ソング(音楽)

☆Ｆ(2) 

・あの日を忘れない

（美術）Ｆ(1) 

 ・地域防災

マップをつ

くろうＣ

(1) 

・地域の浸

水域を確認

しようＡ

(3) 

・避難訓練☆Ｄ ・地域清掃ボ

ランティアＦ

(3) 

・ともに育つ 

Ｆ(3) 

 

６ 

12日 
みやぎ県民防災の日 
中総体 

地域合同防災訓練 

・身近な地域の歴史

(社会)Ｃ(2) 

・心肺蘇生方法(保

体)☆Ｂ(3) 

・水中歩行体験(保

体)Ｄ(1) 

・メディアの特徴を

生かして情報を集め

よう（国語）Ｂ(2) 

・過去の

災害から

学ぶＤ 

・災害時に

中学生がで

きることＦ

(3) 

・災害発生時の対応

☆Ｂ(1)Ｄ 

・引き渡し訓練Ｃ

(1) 

★避難所開設

の時，私たち

にできること

☆Ｆ(3)     ・【3年】一冊 

の漫画雑誌 

Ｅ(2) 

７ 

合唱コンク－ル 
故郷復興プロジェクト② 

・ＡＥＤの使い方

☆(保体)Ｂ(3) 

・被災地

から学ぶ

(沿岸部)

Ｃ(1)(2)

Ｄ 

 ・災害時の安全な行

動Ｄ 

・危険箇所調べＤ 

・夏季休業中の生活

Ｄ 

夏季休業中に 

(家庭ででき

る災害への備

え②☆Ｂ(1） 

 

 

８ ※地域行事への参加        

９ 
１日 防災の日 
文化祭 

・着衣水泳(保体)Ｂ

(1) 

  ・防災基礎知識講座

(小学生,地域)Ｄ 

 ・心に寄り添

う☆Ｅ(4) 

10 

避難訓練(火災) 
オーケストラ鑑賞会 

・古典に残る災害を
読んでみよう☆Ａ(3) 
・地方自治と私たち

(社会)☆Ａ(4) 
・九州地方～火山・
土砂災害～(社会)Ａ

(1)(3) 
・復興ソング(音楽)
☆Ｆ(2) 

 ・災害時に

中学生がで

きることＦ

(3) 

・避難訓練の☆Ｄ  

・【2年】田老

の生徒が伝え

たものＥ(1) 

11 
５日 世界津波の日 
故郷復興プロジェクト③ 

・近畿地方～震災を

乗り越えて～(社会)

Ａ(4) 

  ★災害心理と正しい

情報の入手☆Ｂ(2) 

・地域清掃ボ

ランティアＦ

(3) 

・【2年】震災

の中でＦ(3) 

12 
 
 

・天気とその変化(理科)

☆Ａ(2) 

  ・冬季休業中の生活

Ｄ 

・家庭ででき

る災害への備

え③☆Ｃ(1) 

 

１ 

17 日 防災とボラン
ティアの日 

・大地の変化(理科)☆Ａ

(2)(3)Ｂ(4) 

・ひと目で伝えるための

工夫（美術）Ｆ(1) 

 

 

 

 ・1.17から 3.11へ

☆Ｆ(2) 

・災害時の安全な行

動についてＣ(1) 

★「復興へ
の歩み」を
語り継ごう
☆Ｅ(4) 

・一歩一歩強 

く語り部とし 

て☆Ｆ(2) 

２ 
 
 

・心身の機能の発達

と心の健康(保体)☆

Ｂ(1) 

   ★自分を守
るＤ  

３ 

11日みやぎ鎮魂の日 
故郷復興プロジェクト④ 

 ★震災を
語り継ご
うＦ(2) 

 ・3.11に思うこと 

・春季休業中の生活

Ｄ 

・地域あいさ

つ運動，小中

合同ゴミ拾い

運動Ｅ(4)  

・約束☆Ｆ

(4) 

大雨，増水，河川洪水，

津波の範囲を想定して 

学区内の自然環境，

地理に応じて 

大地震，

大雨，増

水，河川

洪水，落

雷 ， 暴

風，倒木 

大地震，土砂災害，

火山噴火 

大地震，土砂災害 

大雨，大雪，なだ

れ，降ひょう，落

雷， 暴風 

建物の火災， 

森林火災 

学校林の火災 
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 ９ 仙台版防災教育 授業の実施手順 

 

ステップ１   対象となる児童生徒の実態を把握する 

 

○ 地域の自然環境及び想定される災害等について，十分吟味します。 

○ 学習課題は，児童生徒の発達の段階を考慮し，必然性や必要性のあるものにします。 

  ・例えば，幼い兄弟姉妹や高齢者がいる家庭では，非常時の連絡のとり方や防災リュッ 

クの中身をどうするかなど，現実に即した対応を考えることが大切です。また，海岸 

や河川に近い所で暮らす子供たちにとっては，いざというとき，どのようなル－トで， 

どのように避難すべきかを常に意識しておくことや，「てんでんこ」の考え方をどのよ 

うに具体化するかなども課題となります。 

○ 児童生徒や保護者等への防災に関するアンケートを実施したり，教師の観察等による資 

料を蓄積したりして，児童生徒や家庭の実態をより具体的に把握します。 

○ 各学年の児童生徒の実態等を踏まえ，各学年で身に付けさせたい防災対応力を具体化し 

ます。 

 

 ステップ２   指導の目標を吟味する 

 

   授業を実施するに当たっては，教科等の目標･内容が，直接的に防災教育の内容･目標に関

連しているかを確認します。 

○ 教科等の目標･内容が直接的に防災教育の目標･内容に関連している場合 

教科等の目標への到達を目指すことが，防災教育の目標に到達することになります。そ

の際，防災としての目標を明確に意識して授業を行うことが大切です。 

○ 教科等の目標･内容が直接的に防災教育の目標･内容に関連していない場合 

防災教育の目標への到達は間接的なものとなるので，その際には防災教育に関する題材

や防災教育の目標に触れる学習の工夫が必要となります。 

 

  ステップ３   教材の選択(開発)，指導方法・形態等の検討を行う 

 

 ○ 関連する資料を収集し，学区内を防災の視点で実地調査します。また，専門家に話を伺

ったり聞き取り調査を行ったりします。学年内で協力して事前調査を行うことが地域素材

の教材化につながります。 

○ 事前調査の結果を基に，具体的に取り扱う内容を決め，どのような教材（仙台版防災教 

育副読本などの読み物教材，視聴型の映像教材，スライド教材，疑似体験型教材など）で 

指導事項を指導することが適切であるか検討します。指導に当たっては，教材の内容や特 

性，児童生徒の学びの状況等を踏まえ，ＩＣＴの効果的な活用を図ります。 

○ 発達の段階や児童生徒の体験等によっては，直接的に震災等の映像を取り上げず，防災 

教育に必要な要素として日常から留意させたい題材について重点を置いた教材の活用も検 

討します。 

  ○ 学級を単位として授業を行う場合に加え，学年や全校等での実施，朝や帰りに確保でき 

る時間や，地域と学校間で連携して訓練を行う指導等についても検討しておきます。 

 

  ステップ４   指導と評価を行い改善の方向を検討する 

 

  ○ 防災教育は，学校としての一体的な取組が大切です。授業の実施内容や結果について，

同一学年の学級間や学校全体で適宜情報を共有し，最新の災害や校内外の状況の変化にも

対応していくため，年度途中からでも改善の方向を検討します。 

○ １単位時間の授業においては，学習のプロセスをどのように評価するかが大切です。評 

価の視点や方法を十分検討します。 
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授業づくりのアドバイス 

 

  

 

防災の授業は，主体的な学びの授業をつくることが児童生徒の自助と共助の力を育むこ

とにつながります。 

ここでは，児童生徒の学習過程を示しました。 

  なお，学習評価については，授業に加え，普段の学校の様子や家庭・地域での児童生徒

の様子を把握して行うことが大切です。 

 

  

 
主な活動内容 

 

 

主 

体

的 

・

対

話

的

で

深

い

学

び  

 

  問題に出会い，課題を設定する 

 

  ● 地域を取り上げた資料や実生活に関わる問題に出会い，興味・関心

を持つ。 

  ● 問題場面を自分のこととして捉える。「どうしてだろう」「もっと調

べたい」という思いから，追究する学習課題を設定する(課題解決の必

然性に気付く)。 

 

 

  情報を集め，自分の考えを持つ 

 

  ● 課題解決に対する自分なりの予想を持つ。 

● 資料・調査･体験などから，課題を解決するための情報を集める。 

  ● 情報を整理し，日常生活やこれまでの教科等や防災での学び，体験

や知識等を基に，自分や班の考えをまとめる。 

  ●「自分の考えをみんなに伝えたい」という思いを持つ。 

 

 

   意見を交流し，考えを深める 

 

● 模造紙や GIGAスクール端末等を用いて，意見の交流を行い，互いの

考えを可視化し共有する。 

● 意見の交流で得た様々な見方や考え方を基に，自分の考えを深める。 

● 意見は発表し合うだけではなく，共感したり疑問を持ったりする。 

  

 

解決方法をまとめ，つなげる 
 

 

● 共有した考えを集約したり精選したりしながらまとめ，よりよいも

の(知識)にしていく。 

  ● 自己の考えの変容を実感するとともに，これからの自分や集団での

生活･行動につなげるための考えを持つ。 
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参考： 学級活動 

「日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」の学習過程（例） 

  防災教育を学級活動との関連で行う際，次の表のような一連の学習過程が考えられます。 

① 問題の発見・確認 

小学校 中学校 

日常生活における共通の問題から教師が設

定した題材について知り，自己の現状を理解

したり，解決すべき自己の課題や将来に向け

た自己の生き方に関する課題を見いだしたり

する。 

 日常生活や自己の課題，目標，キャリア

形成や自己実現に関する内容について，教

師が設定した「題材」や問題を確認し，課

題と解決の見通しをもつ。 

 

② 解決方法等の話合い 

小学校 中学校 

題材について，共通の問題について確認し

合い，原因や改善の必要性を探ったり，具体

的な解決方法などを見付けたりするために話

し合う。 

 設定された題材や自分の問題の状況を

把握し，原因や課題解決に向けた具体的な

方法などについて話し合う。 

 

③ 解決方法の決定 

小学校 中学校 

 話合い活動で見付けた解決方法等を参考に

し，自分に合った具体的な解決方法を決める

など「意思決定」する。 

 話合い活動で共有化された解決の方向性

等を参考にして自分としての解決方法等を

「意思決定」する。 

 

④ 決めたことの実践 

小学校 中学校 

意思決定した解決方法や活動内容について

粘り強く実践する。 

 意思決定したこと，解決方法や活動内容

を実践する。 

 

⑤ 振り返り 

小学校 中学校 

 実践を定期的に振り返り，意識化を図ると

ともに，結果を分析し，次の課題解決に生か

す。実践の継続や新たな課題の発見につなげ

る。 

実践を定期的に振り返り，意識化を図る

とともに，結果を分析し次の課題解決に生

かす。実践の継続や新たな課題の発見につ

なげる。 

 

次の課題解決へ 

 

                                                  

※ 中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 特別活動編（文部科学省）第３章 第１節 学級活動（２） Ｐ４４参照 

小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 特別活動編（文部科学省）第３章 第１節 学級活動（２） Ｐ４６参照 

  


